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交通安全母の会
山形県交通安全母の会連合会だより
編集発行：山形市松波二丁目８番１号　山形県交通安全母の会連合会事務局

第38回山形県交通安全母の会大会（三川町子育て交流施設「テオトル」）

交通安全は家庭から 山形県交通安全母の会連合会

　　会　長　 松　田　聖　子

　山形県交通安全母の会連合会は、昭和41年に結成以来「交通安全は家庭から」を基本理念とし、高齢者や
子どもの交通事故防止を中心に、母親の立場から交通安全意識の高揚に努めております。
　私たちは、世帯訪問による高齢者への交通安全指導や夜光反射材の普及、子どもも含めた世代間交通安全教
室、ハートフルメール事業など、様々な交通事故防止活動に取り組んでおります。
　本来であれば、各地で活発に活動を展開されるところですが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響に
より、多くの地区で活動の縮小や中止を余儀なくされております。こうした状況の中でも、会員の皆様一人ひ
とりが、日々様々な形で感染対策の工夫を凝らしながら献身的な活動をいただいていることに、心から感謝を
申し上げます。
　さて、昨年の県内の交通事故の発生状況をみますと、前年と比べて発生件数、死者数、負傷者数とも減少し
ており、死者数は30人と、昭和23年に統計を取り始めて以降２番目に少ない結果となりました。
　悲惨な交通事故をなくすためには、会員の皆様に現状を認識していただくとともに、社会生活の基本である
家庭を中心に、地域全体が一丸となって交通事故防止活動を進めていくことが大切です。地道で根気のいる私
たちの活動は、母親である私たちが行うからこそ大きな意味を持ち、人の心に響くのだと日々の活動を通して
確信しているところでございます。
　まだまだ新型コロナウイルス感染症の脅威は予断を許さない状況ですが、当連合会は「交通安全は家庭か
ら」の基本理念のもと、交通事故のない安全で安心な山形県をつくりあげるため、母の会の仲間と手を取り
合って、より一層活動を推進するとともに、金色に輝くたすきに思いを込めて交通安全活動を推進してまいり
ます。
　今後とも、会員の皆様の御尽力と、地域の皆様の御協力をよろしくお願いいたします。



山形県交通安全シンボルマーク交通安全は家庭から

新庄市酒田市

上山市 川西町

令和2年度の活動から
　新型コロナウイルス感染症対策をしっかり行いながら啓発活動を実施いたしました。大規模な啓発活動やキャンペーンが
縮小や中止となる中、様々な工夫を凝らして活動して下さった会員の皆様、協力していただいた皆様、ありがとうございました。

児童への啓発活動
　大切な子どもたちが交通事故に遭わないように、新
入学時の啓発や小中学校への反射材贈呈等を行いまし
た。「交通事故に気をつけてね！」

ハートフルメール事業
　県内の小学４年生を中心に、大好きなおじいちゃん、
おばあちゃんが交通事故に遭わないよう、交通安全を
呼びかけるハガキを書いてもらいました。

世帯訪問事業
　高齢者と子どもの交通事故を防止するため、高齢者
世帯と子育て世帯を訪問し、交通安全の呼びかけを行
いました。「夜光反射材を身につけてね！」

帰省客への交通安全呼びかけ
　“明るいやまがた”夏の安全県民運動期間中、お盆
に帰省する方々の無事を祈って、交通安全の呼びかけ
を行いました。「安全運転でお願いします！」

世代間交流交通安全教室
　各地区において、子ども、親、高齢者の３世代が一
堂に会し、一緒に教室を行うことで、相互理解を深め
るとともに、楽しく交通安全を学びました。

反射材貼付活動
　交通安全教室や街頭啓発活動などで、交通事故防止
を呼びかけ、反射材貼付活動を行いました。

各地区の活動より
（写真上）	 西川町・秋の交通安全祈願祭
（写真左下）	鶴岡市朝日・街頭啓発
（写真右下）	金山町・交通安全リース作り

高齢者交通安全教室
　交通事故防止に大きな効果がある「参加・体験・実
践型」の交通安全教室を各地で開催し、沢山の方に参
加していただきました。

鶴岡市櫛引
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大江町鮭川村
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山形県交通安全シンボルマーク毎月１・15日は「交通安全家族会議開催促進の日」

☆　内閣府　交通安全功労者表彰
　【個　人】	 松　田　聖　子　会長
　
☆　東北管区警察局長・東北交通安全協会長連名表彰
　【優良団体】	 山辺町交通安全母の会
　
☆　山形県交通安全対策協議会長（知事）表彰
       （於：第59回山形県交通安全県民大会　11月24日）
　【個　人】	 大　江　益　子（東根市）　菅　藤　一　枝（尾花沢市）　小　野　友里子（新庄市）
	 高　橋　文　子（金山町）　伊　藤　美　紀（舟形町）　斎　藤　ゆう子（鶴岡市櫛引）
　
　【団　体】	 河北町交通安全母の会　谷地支部	　　　（河北町）
　　　　　　高畠町交通安全母の会連合会　和田支部（高畠町）
　
☆　山形県交通安全母の会連合会長表彰（於：第38回山形県交通安全母の会大会　10月14日）
　【個　人】	 鈴　木　竹　子（山辺町）　佐　藤　明　子（河北町）　白　田　康　子（西川町）
　　　　　　渋　谷　よしえ（大江町）　髙　橋　いさ子（東根市）　門　脇　正　子（尾花沢市）
　　　　　　齊　藤　信　子（新庄市）　星　川　美紀子（金山町）　笠　原　修　子（最上町）
　　　　　　森　　　玲　子（舟形町）　秋　葉　一　子（戸沢村）　荻　野　ひで子（高畠町）
　　　　　　江　袋　京　子（川西町）　髙　橋　律　子（長井市）　前　田　真　弓（三川町）
　

【連合会長感謝状】
	 第一貨物労働組合
　　　　　　ミクロン精密株式会社　輪の会

令和２年度　交通安全功労者表彰
次の方々が交通安全功労により栄えある表彰を受けられました。（敬称略）

※詳しくは、山形県ホームページをご覧ください 山形県　自転車条例 検索

県内における過去５年の自転車乗車中の事故をみると、
死者の約８割が「高齢者」、死亡原因の約６割が「頭部」の負傷です。

交通安全ミニ情報
大切な命を守る「ヘルメット」を着用しましょう！大切な命を守る「ヘルメット」を着用しましょう！大切な命を守る「ヘルメット」を着用しましょう！

～ 自転車を安全で適正に利用するには、家庭の果たす役割がとても重要です。
家庭での呼びかけなどにより、交通事故を防止しましょう。～

「頭部」を守るために有効なのは、「ヘルメット」です！
自転車用のヘルメットは、軽量で、デザインもたくさん
あります。
安全基準を満たしているものには「ＳＧマーク」
がついています。
自分に合ったサイズのお気に入りのヘルメット
を選び、正しく着用しましょう！

母の会大会にてお披露目
（一番右：松田会長）

連名表彰受領の様子
（久連山副会長（山辺町））



山形県交通安全シンボルマーク飲酒運転の撲滅

交通遺児激励事業へのご協力ありがとうございました

交通遺児募金贈呈式の様子

◆寄付金・募金に関するお問い合わせは、県交通安全母の会連合会　事務局まで

山形県交通安全母の会連合会（県庁消費生活・地域安全課内）　〒990－8570　山形市松波二丁目８番１号　TEL：023－630－2462

～感謝の言葉が届いています～
・お陰様で第一志望の大学に進学する
ことができました。皆様から頂いた
善意のおかげと感謝しております。

・大変な世の中ですが、お心遣い毎年
本当に感謝しております。

・映画と食事を子供達と楽しめました。
・支援していただきとても助かってい
ます。ありがとうございます。

～ ありがとうございました ～

寒河江地区交通安全母の会 様 より 第一貨物労働組合 様 より

公益社団法人トラック協会
庄内支部 様 より

ミクロン精密株式会社 様、
ミクロン精密株式会社 輪の会 様 より

山形県中古自動車販売協会 様 より

令和２年度 交通遺児激励金等給付状況令和２年度 募金・寄付の状況
（令和３年２月末日現在）

　私たち山形県交通安全母の会連合会では、昭和46年から、不幸にして交通事故でお父さんやお母さんが亡
くなられ、交通遺児となられたお子さんたちを励ますため、県民皆様の善意に訴え、１戸あたり20円以上の
募金をお願いしております。この皆様からの募金と篤志家の皆様方からの御寄付をもとに、県内の交通遺児た
ちが、その逆境にめげずに勉学に励み、健やかに成長されることを願って、激励見舞金や勉学等奨励金等の給
付を行っております。
　令和２年度は、次の皆様より御寄付をいただきました。本当にありがとうございました。

○　第一貨物労働組合　様　　　　　　　　　　　　　○　寒河江地区交通安全母の会　様
○　ミクロン精密株式会社　様　　　　　　　　　　　○　ミクロン精密株式会社　輪の会　様
○　公益社団法人山形県トラック協会庄内支部　様　　○　山形県中古自動車販売協会　様
○　鶴岡地域交通安全母の会連合会　様　　　　　　　○　鶴岡市大泉交通安全母の会　様
○　鶴岡市大山交通安全会　様　　　　　　　　　　　○　鶴岡市湯野浜地区交通安全母の会　様
○　個人（匿名）　１名

（令和３年２月末日現在）

　各地区の交通安全母の会会員による募金
活動により集めた県民の皆様からの募金と、
篤志家の皆様による寄付金は次のとおりで
す。
　　　募　　　金　　　2,321,059円
　　　篤志家寄付　　　2,085,557円
　　　合　　　計　　　4,406,616円

◎激励見舞金（事故時に給付）
　小学生１名、未就学児２名	 計３名
◎勉学等奨励金（交通遺児に毎年１回12月に給付）
　未就学児　８名、小学生　13名
　中学生　　９名、高校生　21名	 計51名
◎入学・卒業等祝金（小・中学校入学時、中学校卒業
時、年度末に18歳に達した遺児に給付）
　・入学祝金　　６名（小学生３名、中学生３名）
　・卒業等祝金　７名（３月給付予定）
　 （中学校１名、18歳６名）	 計13名


